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検体の安定性
検査項目 期間 検査項目 期間 検査項目 期間 検査項目 期間

総蛋白 凍結長期間 成長ﾎﾙﾓﾝ 凍結6ケ月間 ﾌｪﾆﾄｲﾝ 室温1週間 蛋白定量(尿検査) 凍結3ケ月間

ｱﾙﾌﾞﾐﾝ 凍結長期間 ﾌﾟﾛﾗｸﾁﾝ 冷蔵1ケ月間 ﾌｪﾉﾊﾞﾙﾋﾞﾀｰﾙ 室温1週間 糖定量(尿検査) 凍結1週間

蛋白分画 凍結1ケ月間 副腎皮質刺激ﾎﾙﾓﾝ 凍結1ケ月間 ｶﾙﾊﾞﾏｾﾞﾋﾟﾝ 室温4日間 蛋白定性(尿検査) 冷蔵1週間

尿酸(血清) 凍結6ケ月間 甲状腺刺激ﾎﾙﾓﾝ 冷蔵1ケ月間 ﾊﾞﾙﾌﾟﾛ酸ﾅﾄﾘｳﾑ 室温2週間 蛋白定量(髄液検査) 凍結6ケ月間

尿酸(尿) 室温3日間 黄体形成ﾎﾙﾓﾝ(血清) 冷蔵1ケ月間 ﾌﾟﾛﾌﾟﾗﾉﾛｰﾙ 凍結1ケ月間 糖定量(髄液検査) 凍結6ケ月間

尿素窒素(血清) 凍結6ケ月間 卵胞刺激ﾎﾙﾓﾝ(血清) 冷蔵1ケ月間 ｻﾘﾁﾙ酸(ｱｽﾋﾟﾘﾝ) 室温1週間 ｸﾛｰﾙ定量(髄液検査) 凍結1ケ月間

尿素窒素(尿) 冷蔵1週間 抗利尿ﾎﾙﾓﾝ 凍結4ケ月間 ﾃｵﾌｨﾘﾝ 室温1週間

ｸﾚｱﾁﾆﾝ(血清) 凍結6ケ月間 ﾄﾘﾖｰﾄﾞｻｲﾛﾆﾝ 凍結4ケ月間 ﾒﾄﾄﾚｷｻｰﾄ 室温3日間

ｸﾚｱﾁﾆﾝ(尿) 凍結6ケ月間 ｻｲﾛｷｼﾝ 冷蔵1ケ月間

ｸﾚｱﾁﾝ(血清) 凍結2週間 F-T4 凍結数週間

ｸﾚｱﾁﾝ(尿) 凍結2ケ月間 F-T3 凍結数週間

ｱﾝﾓﾆｱ 凍結1週間 T3摂取率 凍結数週間

ｱﾐﾉ酸分析(血漿) 凍結2ケ月間 ｻｲﾛｷｼﾝ結合ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 冷蔵1ケ月間

ｱﾐﾉ酸分析(尿) 凍結3ケ月間 ｻｲﾛｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 室温5日間

HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ 冷蔵2週間 抗ｻｲﾛｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ抗体 室温4日間

ｱﾎﾟﾘﾎﾟ蛋白 冷蔵1週間 ｺﾙﾁｿﾞｰﾙ 冷蔵1ケ月間 ﾌﾟﾛﾄﾛﾝﾋﾞﾝ時間 凍結2週間

総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ 凍結長期間 17-KGS 凍結4ケ月間 ｱﾝﾁﾄﾛﾝﾋﾞﾝⅢ 凍結1ケ月間

中性脂肪 凍結1ケ月間 11-OHCS 凍結6ケ月間 免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 凍結長期間 第Ⅱ因子凝固活性 凍結1ケ月間

遊離脂肪酸 凍結1ケ月間 ﾚﾆﾝ活性 凍結2ケ月間 Ig-E(RIST) 室温5日間 第Ⅴ因子凝固活性 凍結1ケ月間

ｹﾄﾝ体分画 凍結1ケ月間 ｱﾝｷﾞｵﾃﾝｼﾝⅠ 凍結2週間 血清補体価 凍結4週間 第Ⅶ因子凝固活性 凍結1ケ月間

ﾘﾝ脂質 冷蔵4週間 ｱﾛﾄﾞｽﾃﾛﾝ 凍結1ケ月間 C3 凍結長期間 第Ⅷ因子凝固活性 凍結1ケ月間

総胆汁酸 凍結長期間 ｶﾃｺｰﾙｱﾐﾝ3分画(血漿) 凍結1ケ月間 C4 凍結1週間 第Ⅸ因子凝固活性 凍結1ケ月間

血糖 冷蔵3日間 ｶﾃｺｰﾙｱﾐﾝ3分画(尿) 凍結1ケ月間 ﾌﾟﾚｱﾙﾌﾞﾐﾝ 凍結1週間 第Ⅹ因子凝固活性 凍結1ケ月間

(NaF入りで) ﾒﾀﾈﾌｨﾘﾝ分画 凍結3ケ月間 α1-ｱﾝﾁﾄﾘﾌﾟｼﾝ 凍結長期間 第ⅩⅠ因子凝固活性 凍結1ケ月間

乳酸 凍結1ケ月間 ﾊﾞﾆｰﾙﾏﾝﾃﾞﾙ酸(定量) 冷蔵4週間 α1-酸性糖蛋白 凍結1週間 第ⅩⅡ因子凝固活性 凍結1ケ月間

ﾋﾞﾘﾙﾋﾞﾝ 凍結1ケ月間(遮光) ﾎﾓﾊﾞﾆﾘﾝ酸 冷蔵17日間 α2-ﾏｸﾛｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 凍結1週間

AST(GOT) 凍結1ケ月間 ｲﾝｽﾘﾝ 凍結6ケ月間 ｾﾙﾛﾌﾟﾗｽﾐﾝ 凍結長期間

ALT(GPT) 凍結1週間 C-ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ(血清) 凍結数週間 ﾊﾌﾟﾄｸﾞﾛﾋﾞﾝ 凍結長期間

γ-GTP 凍結3ケ月間 C-ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ(尿) 凍結数週間 ﾄﾗﾝｽﾌｪﾘﾝ 凍結6ケ月間

ADA 凍結1ケ月間 ｶﾞｽﾄﾘﾝ 凍結1ケ月間 ｸﾘｵｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 室温4日間

ｸﾞｱﾅｰｾﾞ 凍結長期間 ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ(血清) 凍結4ケ月間

CK(CPK) 凍結1ケ月間 尿中ｴｽﾄﾘｵｰﾙ 凍結長期間

CK-MB 凍結4日間 (血中)ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ 凍結6ケ月間 血液型(ABO式) 室温4日間

ALP 凍結6ケ月間 (血中)ｴｽﾄﾘｵｰﾙ 凍結6ケ月間 血液型(RhD式) 室温4日間

ACP 凍結1ケ月間 ﾌﾟﾛｹﾞｽﾃﾛﾝ 凍結数週間 寒冷凝集反応 凍結長期間

PAP 凍結1ケ月間 HCG(血清) 室温4日間 抗核抗体価 冷蔵4週間

CH-E 凍結6ケ月間 HCG(尿) 室温4日間 抗DNA抗体(PHA) 冷蔵4週間

ﾄﾘﾌﾟｼﾝ 凍結1ケ月間 HCGβｻﾌﾞﾕﾆｯﾄ 室温4日間 抗DNA抗体価(RIA) 室温4日間

ﾘﾊﾟｰｾﾞ 凍結6ケ月間 HCS(HPL) 凍結1週間 抗RNP･Sm抗体同定 室温1週間

ｱﾐﾗｰｾﾞ(血清) 凍結長期間 ｶﾙｼﾄﾆﾝ 凍結6ケ月間 抗ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ抗体 冷蔵4週間

ｱﾐﾗｰｾﾞ(尿) 凍結長期間 ｾﾛﾄﾆﾝ 凍結2週間 抗糸球体基底膜抗体 凍結1ケ月間

LAP 凍結3ケ月間 ﾋﾄ心房性ﾅﾄﾘｳﾑ利尿ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ 凍結2ケ月間 梅毒血清反応 凍結長期間

ACE 室温6日間 ﾋﾞﾀﾐﾝA 凍結2週間(遮光) HBs抗原 凍結長期間

ﾘｿﾞﾁｰﾑ(血清) 冷蔵1週間 ﾋﾞﾀﾐﾝB1 凍結2ケ月間 HBs抗体 凍結長期間

ﾘｿﾞﾁｰﾑ(尿) 凍結1週間 ﾋﾞﾀﾐﾝB2(血液) 凍結2週間(遮光) HBe抗原 凍結2ケ月間

ｱﾙﾄﾞﾗｰｾﾞ 凍結3ケ月間 ﾋﾞﾀﾐﾝB6 凍結2ケ月間 HBe抗体 凍結2ケ月間

CPKｱｲｿｻﾞｲﾑ 凍結4日間 ﾋﾞﾀﾐﾝB12 凍結3ケ月間 HBc抗体(CLIA) 室温5日間

LDHｱｲｿｻﾞｲﾑ 室温3日間 ﾋﾞﾀﾐﾝC 凍結6日間 HBc抗体-IgM 室温1週間

TTT 凍結1週間 HA抗体-IgM 室温5日間

ZTT 凍結1週間 α-ﾌｪﾄﾌﾟﾛﾃｲﾝ 凍結長期間

ﾅﾄﾘｳﾑ(血清) 凍結長期間 CEA 凍結長期間

ﾅﾄﾘｳﾑ(尿) 凍結6ケ月間 CA19-9 凍結1週間

ｶﾘｳﾑ(血清) 凍結長期間 CA72-4 凍結長期間

ｶﾘｳﾑ(尿) 凍結6ケ月間 CA15-3 冷蔵1ケ月間

ｸﾛｰﾙ(血清) 凍結長期間 β2-ﾏｲｸﾛｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ(血清) 冷蔵1ケ月間

ｸﾛｰﾙ(尿) 室温1週間 β2-ﾏｲｸﾛｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ(尿) 凍結2ケ月間

ｶﾙｼｳﾑ(血清) 凍結長期間 NSE 冷蔵1週間

ｶﾙｼｳﾑ(尿) 凍結6ケ月間

無機ﾘﾝ(血清) 凍結1ケ月間

ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ(血清) 凍結長期間

鉄(血清) 凍結6ケ月間

総鉄結合能(TIBC) 室温4日間

不飽和鉄結合能 凍結6ケ月間

銅(血清) 凍結6ケ月間

ｸﾚｱﾁﾆﾝｸﾘｱﾗﾝｽ 冷蔵1週間

免疫電気泳動

(特異抗血清使用)
室温4日間

一一般般検検査査

免免疫疫学学的的検検査査

臨臨床床化化学学的的検検査査 ﾎﾎﾙﾙﾓﾓﾝﾝ・・ﾋﾋﾞ゙ﾀﾀﾐﾐﾝﾝ 薬薬剤剤・・産産業業医医学学的的検検査査

血血液液学学的的検検査査



1回に採取した血液を用いて下記の項目数以上を行なった場合は項目数により所定点数となる。
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検体採取から固定までの許容時間 直接塗抹（すり合わせ法）

実実施施料料包包括括項項目目

包括項目：8項目または9項目 99 包括項目：6項目または7項目 623
包括項目：10項目以上 106 包括項目：8項目以上 900

包括項目：5項目以上7項目以下 93 包括項目：3項目以上5項目以下 410

ノルメタネフリン 250
インスリン様成長因子結合蛋白3型(IGFBP-3) 280

抗利尿ホルモン(ADH) 230
プレグナントリオール 232

17-ケトジェニックステロイド分画(17-KGS分画) 220
心房性Na利尿ペプチド(ANP) 221

メタネフリン 217
メタネフリン・ノルメタネフリン分画 220

プレグナンジオール 213

17α-ヒドロキシプロゲステロン(17α-OHP) 213
抗IA-2抗体 213

エリスロポエチン 209
ソマトメジンC 212
17-ケトステロイド分画(17-KS分画) 213

17-ケトジェニックステロイド(17-KGS) 200

カテコールアミン 189
デオキシピリジノリン(DPD)(尿) 191

副腎皮質刺激ホルモン(ACTH) 189
副甲状腺ホルモン関連蛋白(PTHrP) 189
副甲状腺ホルモン関連蛋白C端フラグメント(C-PTHrP) 180

マンガン(Mn) 27

エストロゲン定量 180

デヒドロエピアンドロステロン硫酸抱合体(DHEA-S) 169

イオン化カルシウム 26 エストラジオール(E2) 172

アラニンアミノトランスフェラーゼ(ALT)(GPT) 17 副甲状腺ホルモン(PTH) 165

銅(Cu) 23

LDL-コレステロール 18

サイクリックAMP(cAMP) 170

エストロゲン半定量 180

リパーゼ 24

カテコールアミン分画 165

セクレチン 170

蛋白分画 18

総コレステロール 17

エストリオール(E3) 180

アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ(AST)(GOT) 17
Ⅰ型コラーゲン架橋C-テロペプチド-β異性体(β-CTX) 170
Ⅰ型プロコラーゲン-N-プロペプチド(PINP) 164

低単位ヒト絨毛性ゴナドトロピン(HCG)半定量 165
リン脂質 15

Ⅰ型コラーゲン架橋C-テロペプチド-β異性体(β-CTX)(尿) 169
HDL-コレステロール 17
無機リン及びリン酸 17

オステオカルシン(OC) 157
不飽和鉄結合能(UIBC)(比色法) 11

低カルボキシル化オステオカルシン(ucOC) 154遊離コレステロール 11
Ⅰ型コラーゲン架橋N-テロペプチド(NTX) 156

総鉄結合能(TIBC)(比色法) 11
インタクトⅠ型プロコラーゲン-N-プロペプチド(Intact PINP) 163

血中ケトン体･糖･クロール検査
(試験紙法･アンプル法･固定化酵素電極によるもの)

11

骨型アルカリホスファターゼ(BAP) 161
遊離テストステロン 159

鉄(Fe) 11
酒石酸抵抗性酸ホスファターゼ(TRACP-5b) 156

クレアチンキナーゼ(CK) 11
グルカゴン 150アルドラーゼ 11
プロゲステロン 147

アミラーゼ 11

ヒト絨毛性ゴナドトロピン(HCG)定量 134

ロイシンアミノペプチダーゼ(LAP) 11

ヒト絨毛性ゴナドトロピン(HCG)半定量 134

カルシトニン 133

グルコース 11

ヒト絨毛性ゴナドトロピン-βサブユニット(HCG-β) 132
カリウム 11 脳性Na利尿ペプチド(BNP) 133

マグネシウム 11

脳性Na利尿ペプチド前駆体N端フラグメント(NT-proBNP) 136

クレアチン 11

乳酸デヒドロゲナーゼ(LD) 11

サイログロブリン 131

カルシウム 11

サイロキシン結合能(TBC) 137

中性脂肪 11

ヒト胎盤性ラクトーゲン(HPL) 136

遊離トリヨードサイロニン(FT3) 124

γ-グルタミルトランスフェラーゼ(γ-GT) 11

コルチゾール 124
尿酸 11

サイロキシン結合グロブリン(TBG) 130
アルドステロン 125

アルカリホスファターゼ(ALP) 11

抗グルタミン酸デカルボキシラーゼ抗体(抗GAD抗体) 134

コリンエステラーゼ(ChE) 11

ナトリウム及びクロール 11

尿素窒素 11 テストステロン 122
クレアチニン 11 遊離サイロキシン(FT4) 124

総蛋白 11 C-ペプチド(CPR) 108
アルブミン 11 黄体形成ホルモン(LH) 108

総ビリルビン 11 成長ホルモン(GH) 108
直接ビリルビン又は抱合型ビリルビン 11 卵胞刺激ホルモン(FSH) 108

生化学的検査Ⅰ(血液化学検査)
実施料

生化学的検査Ⅱ(内分泌検査)
実施料

(点数) (点数)
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出血・凝固検査
実施料

肝炎ｳｲﾙｽ関連検査
実施料

(点数) (点数)
Dダイマー定性 122 HBs抗原 88
プラスミンインヒビター(アンチプラスミン) 128 HBs抗体 88
Dダイマー半定量 128 HBe抗原 101
von Willebrand因子(VWF)活性 129 HBe抗体 101
α2-マクログロブリン 138 HCV抗体定性・定量 105
Dダイマー 130 HCVコア蛋白 105
PIVKAⅡ 143

HCVコア抗体 143凝固因子インヒビター 144
HBc抗体半定量・定量 133

von Willebrand因子(VWF)抗原 147 HA-IgM抗体 146
プラスミン・プラスミンインヒビター複合体(PIC) 154 HA抗体 146
プロテインS抗原 158 HBc-IgM抗体 146
プロテインS活性 163 HCV構造蛋白及び非構造蛋白抗体定性 160
β-トロンボグロブリン(β-TG) 176 HCV構造蛋白及び非構造蛋白抗体半定量 160

血小板第4因子(PF4) 178
HE-IgA抗体定性 210トロンビン・アンチトロンビン複合体(TAT) 176
HCV血清群別判定 221

プロトロンビンフラグメントF1+2 192 HBVコア関連抗原(HBcrAg) 259
トロンボモジュリン 204 デルタ肝炎ウイルス抗体 330

凝固因子(Ⅱ,Ⅴ,Ⅶ,Ⅷ,Ⅸ,Ⅹ,ⅩⅠ,ⅩⅡ,ⅩⅢ) 223

HCV特異抗体価 340フィブリンモノマー複合体 221
HBVジェノタイプ判定 340プロテインC抗原 232

tPA･PAI-1複合体 240
包括項目：3項目 290プロテインC活性 234
包括項目：4項目 360
包括項目：5項目以上 425

生化学的検査Ⅱ(腫瘍ﾏｰｶｰ検査)
実施料
(点数)

癌胎児性抗原(CEA) 99
α-フェトプロテイン(AFP) 101

組織ポリペプタイド抗原(TPA) 110
扁平上皮癌関連抗原(SCC抗原) 104

エラスターゼ1 123
DUPAN-2 118

NCC-ST-439 115

前立腺特異抗原(PSA) 124

CA15-3 115

包括項目：3項目又は4項目 530
包括項目：5項目以上 722

シアリルTn抗原(STN) 146

自己抗体検査
実施料

CA19-9 124

(点数)

CA72-4 146

PIVKA-Ⅱ半定量

144

135

抗サイログロブリン抗体 140

SPan-1 144
抗RNP抗体定性 144

抗Jo-1抗体半定量 140

PIVKA-Ⅱ定量 135

抗Jo-1抗体定量 140
核マトリックスプロテイン22(NMP22)定量(尿) 143
神経特異エノラーゼ(NSE) 142
CA125

抗Sm抗体半定量 151

核マトリックスプロテイン22(NMP22)定性(尿) 143

140
抗Jo-1抗体定性 140

塩基性フェトプロテイン(BFP) 150

抗RNP抗体半定量
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血清･血漿分離用 血糖
生化学検査一般 HbA1c(NGSP)
内分泌検査一般
血清学検査一般 採血後軽く転倒混和
尿一般検査

容量 10mL 容量 2mL

内容 内容
　NaF,EDTA-2K

貯蔵方法 室温
貯蔵方法 室温 有効期間 製造後1年

生化学検査一般 血球算定
内分泌検査一般 血液像
血清学検査一般 血液型

採血後軽く転倒混和

容量 5mL 容量 2mL

内容 内容
　分離剤 　EDTA-2K

貯蔵方法 室温 貯蔵方法 室温
有効期間 製造後1年 有効期間 製造後1年

LE細胞 ﾚﾆﾝ活性
ｸｰﾑｽﾃｽﾄ ｱﾝｷﾞｵﾃﾝｼﾝ
血液型不適合 ｶﾃｺｰﾙｱﾐﾝ

採血後軽く転倒混和

容量  5mL 容量 5mL又は7mL
10mL

内容 内容
　EDTA-2Na

貯蔵方法 室温 貯蔵方法 室温
有効期間 製造後2年 有効期間 製造後2年

検査項目･その他 容器形態･名称

70

検査項目･その他容器形態･名称

検体採取から固定までの許容時間 直接塗抹（すり合わせ法）

専専用用容容器器一一覧覧･･取取りり扱扱いい方方法法

容器番号 1

滅菌スピッツ

容器番号 2

真空採血管分離剤入り

容器番号 3

真空採血管

容器番号 4

血糖真空採血管

容器番号 5

血球算定用真空採血管

容器番号 7

EDTA入り真空採血管



PT･APTT 尿中FDP
ﾌｨﾌﾞﾘﾉｹﾞﾝ
ﾍﾊﾟﾌﾟﾗｽﾁﾝﾃｽﾄ
凝固因子
血液凝固検査全般

採血後軽く転倒混和

容量 1.8mL 容量 尿 2mL

内容量 0.2mL 内容
　3.2%ｸｴﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ 　抗ﾌﾟﾗｽﾐﾝﾄﾛﾝﾋﾞﾝ剤

貯蔵方法 室温 貯蔵方法 冷蔵
有効期間 製造後1年 有効期間 製造後1年

血中鉛 乳酸
血中ﾎﾟﾙﾌｨﾘﾝ ﾋﾟﾙﾋﾞﾝ酸
ﾘﾎﾟ蛋白ﾘﾊﾟｰｾﾞ

採血後直ちに血液1.0mlを正確
に入れ転倒混和後遠心分離し
上清を汎用ｽﾋﾟｯﾂに移し凍結保

採血後軽く転倒混和 存

容量 10mL 採血量 1.0mL

内容 内容量 1.0mL
　ﾍﾊﾟﾘﾝNa 　1N過塩素酸

貯蔵方法 室温 貯蔵方法 冷蔵
有効期間 製造後2年 有効期間 製造後1ヶ月

血中ｱﾝﾓﾆｱ hANP

採血後直ちに血液1.0mlを正確 採血後直ちに冷却遠心で血漿
に入れ転倒混和後遠心分離し 分離し上清を凍結保存
上清を汎用ｽﾋﾟｯﾂに移し凍結保
存

採血量 1.0mL 容量 2mL

内容量 4mL 内容
　除蛋白液 　ｱﾌﾟﾛﾁﾆﾝ

　EDTA2Na

貯蔵方法 冷蔵 貯蔵方法 室温
有効期間 6ヶ月 有効期間 製造後2年
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容器形態･名称 検査項目･その他 容器形態･名称 検査項目･その他

検体採取から固定までの許容時間 直接塗抹（すり合わせ法）

専専用用容容器器一一覧覧･･取取りり扱扱いい方方法法

容器番号 9

ヘパリン入り

(真空採血管)

容器番号 11

血中アンモニア

容器番号 12

FDP用採血管

(真空採血管)

容器番号 13

過塩素酸入り

容器番号 8

血液凝固用採血管

(真空採血管)

容器番号 14

グルカゴン用



β-TG ﾋﾞﾀﾐﾝB1（ﾁｱﾐﾝ）
PF4 ﾋﾞﾀﾐﾝB2（ﾘﾎﾞﾌﾗﾋﾞﾝ）

容量 4.5mL 容量 4mL

内容 内容
　ﾃｵﾌｨﾘﾝ,ｱﾃﾞﾉｼﾝ 　EDTA-2Na（遮光）
　ｼﾋﾟﾘﾀﾞﾓｰﾙ,ｸｴﾝ酸Na,ｸｴﾝ酸

貯蔵方法 遮光冷蔵 貯蔵方法 室温
有効期間 製造後1年 有効期間 製造後1年6ヶ月

ｴﾝﾄﾞﾄｷｼﾝ(血液用) ｾﾛﾄﾆﾝ
β-D-ｸﾞﾙｶﾝ ｼｸﾛｽﾎﾟﾘﾝ

容量 2mL 容量 2mL

内容 内容
　ﾍﾊﾟﾘﾝﾅﾄﾘｳﾑ 　EDTA-2K

貯蔵方法 室温 貯蔵方法 室温
有効期間 製造後1年 有効期間 製造後1年

HBV-DNA/TMA 結核菌INF-γ測定

採血後遠心分離し血清分離の
確認後、容器ごと凍結保存

採血量 3mL 容量 1mL

内容 内容
　分離剤 　専用メディウム

貯蔵方法 冷蔵 貯蔵方法 4～25℃（冷蔵推奨）
有効期間 製造後1年 有効期間 各容器に記載

検査項目･その他 容器形態･名称
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検査項目･その他容器形態･名称

（QFT-Plusクォンティフェロンプラス）

検体採取から固定までの許容時間 直接塗抹（すり合わせ法）

専専用用容容器器一一覧覧･･取取りり扱扱いい方方法法

容器番号 15

β-TG，PF4用

容器番号 17

エンドトキシン(血液用)

β-D-グルカン

容器番号 18

HBV-DNA/TMA専用容器

(真空採血管分離剤入り)

容器番号 19

遮光EDTA管

(真空採血管)

容器番号 20

全血凍結検体用

(真空採血管)

容器番号 21

結核菌INF-γ測定
（QFT-Plus：

クォンティフェロンプラス）



糞便中ﾋﾄﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ 細菌学的検査
(ﾗﾃｯｸｽ法) 真菌検査

容量 容量

内容 内容
　保存液 　ｱﾐｰｽﾞ寒天

貯蔵方法 室温 貯蔵方法 室温
有効期間 製造後1年 有効期間 1年

細菌学的検査 細菌学的検査
抗酸菌検査 真菌検査
真菌検査 抗酸菌検査
尿一般検査
髄液,穿刺液,胃液
十二指腸液検査

容量 10mL 容量 10mL

内容 内容

貯蔵方法 室温
貯蔵方法 室温 有効期間 1年
有効期間 (外箱に記載)

便細菌培養同定 好気性菌培養同定
便中ﾛﾀｳｲﾙｽ抗原 真菌培養同定
虫卵検査

容量 拇指頭大 容量 3～10mL

内容
内容 　培地

貯蔵方法 室温
有効期間 有効期間内

貯蔵方法 室温 (ﾎﾞﾄﾙに記載)
有効期間 各医療機関でご用意ください
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検査項目･その他容器形態･名称 検査項目･その他 容器形態･名称

検体採取から固定までの許容時間 直接塗抹（すり合わせ法）

専専用用容容器器一一覧覧･･取取りり扱扱いい方方法法

容器番号 33

糞便中ヒトヘモグロビン

用採便容器

容器番号 41

滅菌スピッツ

容器番号 42

採便容器

容器番号 45

スワブキット3号

容器番号 46

滅菌喀痰容器

容器番号 47

好気性Fボトル



嫌気性菌培養同定
(ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR法)

容量 3～10mL 容量 

内容 内容
　培地 　専用メディウム

貯蔵方法 室温
有効期間 有効期間内

(ﾎﾞﾄﾙに記載) 貯蔵方法 室温
各医療機関でご用意ください 有効期間 製造後1年

嫌気性菌培養同定
(ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR法)

容量 3mL 容量 

内容
内容 　専用メディウム
　培地

貯蔵方法 冷蔵 貯蔵方法 室温
有効期間 有効期間 製造後1年

ﾍﾘｺﾊﾞｸﾀｰﾋﾟﾛﾘ
(RNA同定)

容量 10mL 容量 15mL

内容 内容
　培地  鼻咽頭より検体を採取後綿棒

を容器に入る長さに切り、生理

食塩水またはPBSを2mL前後

添加してください

貯蔵方法 冷蔵 貯蔵方法 室温
有効期間 4ヶ月 有効期間 製造後5年
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クラミジア･トラコマチス核酸同定

泌尿器・子宮頚管分泌物検体用

検査項目･その他 容器形態･名称 検査項目･その他容器形態･名称

クラミジア･トラコマチス核酸同定

新型コロナウイルス

鼻咽頭ぬぐい用

検体採取から固定までの許容時間 直接塗抹（すり合わせ法）

専専用用容容器器一一覧覧･･取取りり扱扱いい方方法法

容器番号 55

新型コロナウイルス

（RNA同定）
（鼻咽頭ぬぐい用）

容器番号 48

嫌気性Fボトル

容器番号 49

ANAポートビケン

容器番号 52

ヘリコポータ

容器番号 53

クラミジア･トラコマチス

核酸同定（尿検体用）

容器番号 54

クラミジア･トラコマチス

核酸同定
（泌尿器・子宮頚管分泌物検体用）



細胞診検査
(RNA同定)

容量 50mL 容量 20mL

内容
内容
　細胞保存液

貯蔵方法 室温 貯蔵方法 室温
有効期間 製造後3年 有効期間 有効期限内

婦人科細胞診検査 病理組織検査
（子宮ガン検査用）

容量 容量 8mL

内容 内容
　細胞保存液 　10%中性ﾎﾙﾏﾘﾝ

貯蔵方法 室温 貯蔵方法 室温
有効期間 1年 有効期間 1年

細胞診検査 細胞性免疫検査血液
(肺ｶﾞﾝ検査用)

容量 30mL 容量  5mL
10mL

内容 内容
　細胞保存液 　ﾍﾊﾟﾘﾝ

貯蔵方法 室温 貯蔵方法 冷蔵
有効期間 1年 有効期間 製造後2年

検査項目･その他 容器形態･名称
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検査項目･その他容器形態･名称

新型コロナウイルス

唾液採取用

検体採取から固定までの許容時間 直接塗抹（すり合わせ法）

専専用用容容器器一一覧覧･･取取りり扱扱いい方方法法

容器番号 71

細胞診自己採取容器

容器番号 73

喀痰細胞診容器

(蓄痰用)

容器番号 77

病理組織検査容器

容器番号 78

細胞性免疫検査ヘパリン入り

(真空採血管)

容器番号 76

プレサーブサイト液

容器番号 56

新型コロナウイルス

（RNA同定）
（唾液）



HCV-RNA定量/ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR HBV-DNA定量/ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR法

採血後遠心分離し血清分離の
確認後、容器ごと凍結保存

容量 8mL 容量 5mL

内容 内容
　分離剤 　分離剤

貯蔵方法 室温 貯蔵方法 室温
有効期間 製造後1年 有効期間 有効期限内

HIV-1定量/ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR法 組織･肺洗浄液など
血液･骨髄液以外の材料用

採血後遠心分離し血漿分離の ※万一濁りがあったり液色が真
確認後、容器ごと凍結保存 　赤になったものは、使用しない

　で下さい。材料は無菌的に移
　し浮遊させて下さい。(※容器
　は到着後、凍結保存して下さ
　い。(ﾄﾞﾗｲｱｲｽ不可))

容量 8mL
容量

内容 内容
　分離剤 EDTA-2K 　10%FBS加RPM1640

貯蔵方法 到着後凍結(ﾄﾞﾗｲｱｲｽ
貯蔵方法 室温 不可)
有効期間 製造後1年 有効期間 製造後1年

Rh-Hr式血液型 骨髄液
(5因子) 使用時は37℃で解凍して下さい。

容量 5mL 容量 2mL

内容 内容
　ｸｴﾝ酸ｿｰﾀﾞ,ｸｴﾝ酸 　培養液
　ﾘﾝ酸2水素Na,ﾌﾞﾄﾞｳ糖

貯蔵方法 到着後凍結(ﾄﾞﾗｲｱｲｽ
貯蔵方法 室温 不可)
有効期間 製造後1年半 有効期間 製造後1年

検査項目･その他 容器形態･名称
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検査項目･その他容器形態･名称

検体採取から固定までの許容時間 直接塗抹（すり合わせ法）

専専用用容容器器一一覧覧･･取取りり扱扱いい方方法法

容器番号 80

ウイルス遺伝子検査用

(血漿)(8ml採血用)

容器番号 81

血液型検査専用管

(CPD入り真空採血管)

容器番号 82

ウイルス遺伝子検査用

(血清)(5ml採血用)

容器番号 83

細胞性免疫検査

容器番号 84

細胞性免疫検査骨髄用

容器番号 79

ウイルス遺伝子検査用

(血清)(8ml採血用)



透析液 HIV抗原・抗体
HIV-1抗体/WB法
HIV-2抗体/WB法
他

容量 4mL 容量 5mL

内容 内容
　安定化剤入り 　血清分離剤

凝固促進用シリカ微粒子

貯蔵方法 冷蔵 貯蔵方法 室温
有効期間 製造後1年 有効期間 製造後1年

(TMA法)

容量 2.9mL

内容
　専用メディウム

貯蔵方法 室温

クラミジア･トラコマチス核酸同定

(TMA法)

容量 2mL

内容
　専用メディウム

貯蔵方法 室温
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検査項目･その他

クラミジア･トラコマチス核酸同定

容器形態･名称 検査項目･その他 容器形態･名称

検体採取から固定までの許容時間 直接塗抹（すり合わせ法）

専専用用容容器器一一覧覧･･取取りり扱扱いい方方法法

容器番号 86

クラミジア･トラコマチス

核酸同定
（泌尿器・子宮頚管分泌物

検体用）

容器番号 87

クラミジア･トラコマチス

核酸同定
（うがい液・尿検体用）

容器番号 85

エンドトキシン

(透析液用)

容器番号 88

HIV専用


